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研究成果の概要（和文）：中小企業への従業員参加型職場改善の介入研究を、3 年間継続して行

い、事業主と産業保健専門家との各アクションリサーチを同時に進めながら、適切なサービス

提供方法を検討した。 

研究成果の概要（英文）：Participatory intervention for workplace improvements on mental 

health and job performance at small-scale enterprises was continuing for three years, and 

the method of providing appropriate service was examined while advancing each action 

research of the employer and the occupational health specialist at the same time.  
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１．研究開始当初の背景 

平成 12 年に労働省（当時）から「心の健
康づくり」に関する指針が公表され、大企業
の多くにおいては、この指針に沿ってメンタ
ルヘルス対策が実施されるようになった。し
かし、ほとんどの中小企業では、メンタルヘ
ルス対策が導入されないだけでなく、メンタ
ルヘルス・サービスを提供する地域の機関等
（事業場外資源）の活用も極めて低調であっ
た。中小企業にメンタルヘルス対策を導入す
る上での障害を明らかにし、その克服方法を
検討する研究は、国内外を問わずこれまでほ
とんどなされていなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究ではこれまでの我々の小規模事業

場研究を発展させ、保健所や市町村保健セン
ターおよび地域産業保健センターの保健師
等専門スタッフが、中小企業へメンタルヘル
ス対策を導入するための具体的方法を開発
し、広く活用できるように標準化することを
目指した。 

 

３． 研究の方法 

平成 19年：中小企業労働者のストレスの 
実態調査により現状と課題を把握した。また
中小企業事業主とのグループ・ディスカッシ
ョンと、地域および職域の保健スタッフとの
グループ・ディスカッションを、並行して定
期的に開催し、事業主が求めるサービスの在
り方とスタッフが提供できるサービスの実
現性を探った。 
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 平成 20年～22年：中小企業には、事業主
と従業員自身が自らの職場の問題を考え、対
策を立て、実行していく方法が適切であり、
産業保健スタッフはそれを支援していくフ
ァシリテイターとしてのサービス提供が適
切であるとの示唆を得た。そこで、従業員参
加型職場改善の介入研究を 3年継続して行っ
た。その過程を通して、常に事業主とスタッ
フとのアクションリサーチを組み合わせて
分析を行った。 
 
４．研究成果 
 平成 19 年度は中小企業労働者のストレス
の実態とニーズを明らかにし、大企業より高
いストレスと、各職場に合わせた具体的なサ
ービス提供のニーズを有していることを明
らかにした。 

平成 20 年度は、中小企業に適したサービ
スの提供方法を、介入研究によって明らかに
した。中小企業では、各職場の労働者自身が
主体的に取り組むのをファシリテイトする
方法（従業員参加型職場改善活動）が有効で
あることが確認できた。 

平成 21 年度はさらに継続的に介入するこ
とにより、事業場が自立して産業保健活動を
定着させるスパイラルアップの効果を検証
した。また労働者が主体的に取り組めるため
に、保健師や地域産業保健センターのコーデ
ィネーターが継続的に支援する方法を確立
した。さらに、企業内の異なる部署や、同地
域の他企業も模倣して、主体的に産業保健活
動に取り組むという波及効果（水平展開）も
認められた。 

効果の評価として、支援前後に対象企業の
労働者全員にアンケート調査を行い、事業主
や従業員自身にフィードバックして、保健ス
タッフとともに効果を評価できるツールも
開発した。 

平成 22年度は最終年度として、4年間の継
続的介入研究から得られた知見をまとめ、実
用性の高いマニュアルを作成した。初導入時
の、事業場の変化に合わせた支援方法を図 1
に、継続期の、事業場の変化に合わせた支援
方法を図 2に示した。 
中小企業における従業員参加型メンタル

ヘルス対策は、部分的に健康指標を改善する
科学的根拠が示唆された。ただし、経営状態
悪化などがあった場合には、必ずしも健康指
標の改善が見られず、悪い労働条件による健
康悪影響から労働者を保護できるものでは
ないことも示唆された。 
中小企業が自立してメンタルヘルス対策

を継続させるには、各事業場の置かれた状況
に合わせ、無理のないペースでタイミングよ
く関わり続けることが重要であった。また、
自立した事業場であっても、保健師等専門家
の支援があるほうが効果的に活動を継続で

きることも示唆された。従業員数 50 人以上
の事業場においては、衛生管理者を中心とし
て、衛生委員会を開催し、産業保健活動の方 
針を立て、組織や業務の中にきちんと位置づ
け PDCA サイクルをまわすことの支援が重要
であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【図 1】従業員参加型メンタルヘルス活動 1： 
導入期の事業場の変化に合わせた支援方法 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【図 2】従業員参加型メンタルヘルス活動 2：
継続期の事業場の変化に合わせた支援方法 
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